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災害ボランティア養成講座受講者募集
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マークの事業は一部共同募金の配分
を受けて事業を実施しています。平成23年度事業報告

高齢者福祉
⑴ひとりぐらし高齢者の交流事業	 2 回
⑵ふれあいサロン事業

⑶高齢者と子どもの交流事業	 2 回
⑷老人ペタンク・老人レクリエーション大会の開催

在宅福祉サービス事業
⑴生活支援事業 (訪問介護 )	 129 回
⑵ふれあいサービス事業	 1 人
⑶配食サービス事業	 1,958 食
　　　協力ボランティア人数	 41 名
⑷外出支援サービス事業	 58 回
⑸福祉機器貸出事業	 50 回

居宅介護サービス事業
⑴居宅介護支援事業
⑵訪問介護事業
⑶介護予防訪問介護事業
⑷地域包括支援センター事業
　①総合相談支援	 1,968 件
　②高齢者実態把握事業	 8 件
　③介護支援専門員定例ケア会議の開催	 4 回
　④予防給付介護予防支援事業	 1,582 件
　⑤男の家庭科教室事業	 3 回

　⑥安全・安心見守りネットワーク事業	 5地区実施
⑸障がい者居宅介護事業	 129 回

ボランティア活動
⑴ボランティアの登録実績
　団体数	 15 団体
　個人ボランティア	 78 名
⑵社協情報誌「ぽけっと」の発刊	 4 回
⑶ホームページの開設
⑷ボランティア保険加入数
　ボランティア活動保険	 782 名
　ボランティア行事保険	 1,850 名
⑸児童・生徒のボランティア活動普及事業の推進
　①ボランティアサマースクール
　　（7/26 ～7/29）
　②小学生チャレンジスクール
　　（7/27 ～ 7/29）
　③One	dayボランティア
　　スクール（8/8）
　④地域福祉新聞の発刊
　　年 1回
⑹ボランティア活動の支援
　福祉講座の開催（各 5回）
　①手話講座
　②点字講座
　③朗読講座

ふれあい福祉総合相談事業
⑴総合相談

⑵心配ごと相談員研修会	 1 回

地域福祉啓発活動
⑴ふくしのつどいのぎ 2011
　来場者数　235名

⑵社協情報誌「ぽけっと」の発刊
　年 4回

開所数 利用者数
松原会場 41 343
丸林会場 40 482
野渡会場 22 265
潤島会場 33 331
野木会場 21 286
佐川野会場 10 127

開所回数 件　数
心配ごと相談 23 9
法律相談 6 24
健康相談 11 95
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法 人 運 営 事 業
地域福祉ネットワーク事業
地域福祉活動事業
共同募金配分金事業
居宅介護支援事業
居 宅 介 護 等 事 業
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収入総額　165,591,798円
44,737,099円

6,719,907円

2,872,542円

1,302,750円

15,238,879円

20,511,157円

716,720円

1,015,884円

19,742,426円

133,580円

29,374円

242,197円

1,330,973円

2,640,055円

20,981,794円

57,633円

11,154,741円

16,164,087円

収入合計
117,233,543円

収入合計　48,358,255円

支出総額　149,833,742円
39,656,047円

6,719,907円

2,218,122円

1,142,654円

11,814,989円

20,428,360円

460,142円

1,015,884円

19,742,426円

131,776円

28,565円

242,197円

1,330,973円

2,640,055円

20,981,794円

57,633円

5,058,131円

16,164,087円

支出合計
107,572,097円

支出合計　42,261,645円

平成23年度　一般会計・特別会計　決算報告平成23年度　一般会計・特別会計　決算報告

Ⓒ中央共同募金会

障がい児・者福祉活動
⑴心身障がい児者親子交流事業
⑵心身障がい児者お楽しみ会
⑶県障がい者スポーツ大会の参加協力
⑷視覚障がい者朗読テープの作成と貸出	 24 件

共同募金・日赤社員募集事業
⑴日本赤十字社社員募集（5月）
　募金総額	 3,343,215 円
⑵赤い羽根共同募金運動（10月）
　募金総額	 2,803,837 円

老人福祉センター（ホープ館）の管理運営
⑴生きがい講座
　押し花講座	 12 回
　パンフラワー講座	 27 回
　笑いヨガ講座	 14 回
⑵健康体操教室	 68 回
⑶利用者総数	 26,134 名

被災者援護事業
⑴日本赤十字社栃木県支部より救援物資を配布す
るための寝具一式・日用品の配備を受ける
⑵非常食の備蓄
⑶被災者救援ボランティアの体制整備
⑷東日本大震災にともなう支援
　①避難者受入支援
　②義援金の受入
　③職員の派遣
　④ボランティアバスの運行
　⑤支援物資、その他の支援

社会福祉協議会の財源は、主に行政からの補助金、共同募金、寄付金等になっていますが、これまで以上
に充実した地域福祉活動を推進する上で、地域の皆様にご協力をいただく社協会費は重要な財源となってい
ます。今年も、７月１日から会員募集をいたしますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。

平成24年度目標額　3,220,000円（賛助会費除く）
会費はこんなことに使われます。

地域福祉活動事業 住民福祉
啓発活動 法人運営事業

・福祉講座・小中学校福祉教育推進
・障がい者福祉、高齢者福祉対策事業
・要援護者生活支援事業等

・社協情報誌発刊
・情報提供等

・社協の各種地域福祉事業活動を
展開するために必要となる経費

平成24年度　社協会員加入のお願い
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被災地の復興、被災された方々へのお手伝いに大きな役割を果たして

いる災害ボランティア。その活動は特別に難しいことではありませんが、

見知らぬ場所での活動には不安があるかもしれません。

まずは、災害ボランティアの活動を知ることから始めましょう。

第２回は、ボランティアの７つの心構えについて学びましょう。

①出かける前の準備をしっかり
体調管理はもとより、食事や宿泊場所の確保、交通手段や持ち物の保管など、自分の事は自分で守っ

て下さい。また、事故への対応策として、ボランティア保険には事前に加入しましょう！
②被災者の立場に立った活動を
あいさつや言葉遣い、約束を守るなど、基本的なことを大切にして下さい。

また、無断で写真撮影はしないで下さい。

③自分で考えて行動する
周囲の様子をよく見て、今、自分ができることをやる意識をもって下さい。

④ルールを守って
勝手な判断や行動はせず、被災者の指示、リーダーの指示などを確認しながら活動して下さい。

⑤断る勇気を持つ
できないことを引き受けてもトラブルになるだけです。できないことは断る勇気を持って下さい。

⑥思いこみをしない
報道などの情報から勝手な思い込みをしないで下さい。

⑦地域住民の自立を支援
被災者とボランティアが復興に向けてともに協力して活動は進められていきます。災害ボランティ

ア活動は、「支援」と「自立」のバランスを常に考えながら取り組んでいきましょう。

学ぼう！
災害ボラ

ンティア

学ぼう！災害ボランティア実践編
平成24年度　災害ボランティア養成講座のお知らせ
災害ボランティアについて実践で学ぶ機会を下記のとおり開催します。
気軽にご参加下さい。

日　　時　　平成24年９月１日(土・防災の日)

10：00～12：00

場　　所　　老人福祉センター（ホープ館）
内　　容　　【講話並びにワークショップ】

・災害時におけるボランティア活動について

・災害対応ゲーム「クロスロード」

【演習】
・非常用炊き出し演習

講　　師　　栃木県社会福祉協議会

対 象 者　　野木町在住・在勤者　30名

参 加 費　　無料

【申込方法】
７月17日(火)～

野木町社会福祉協議会☎57－3100まで
お申し込み下さい。定員になり次第締め切らせていただきます。

クロスロードとは、1995
年の阪神・淡路大震災の際
の神戸市職員の方々の経験
をもとに作られたもので
す。災害の備えをどうする
か、大震災が起こったらど
う対応するか。そのような、
私たちの日常生活では思い
もよらない “決断すべき場
面” の「分かれ道」を描い
たゲームです。
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参加者募集 !!
日　　時　平成 24年 10月 12日（金）

平成 25年 2 月 8 日 （金）
9:30 ～ 13:00〈全 2回〉

場　　所　野木町公民館 1階　調理室
内　　容　第１回（10/12）

魚をさばいてつみれを作ろう！等
第２回（2/8）
懐かしい優しい味！すいとん等

講　　師　野木町健康福祉課　管理栄養士
対　　象　野木町在住 65歳以上の男性で、

料理に興味のある方
持 ち 物　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具
定　　員　15名(定員になり次第締め切らせてい

ただきます)
申込受付　平成 24年 7月 9日（月）～ 20日（金）

野木町社会福祉協議会（☎57-3100）
までお申込み下さい。

男の料理教室男の料理教室
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地域を限定して仕事を探したい、自宅に近いところで、
空いている時間を活かして仕事をしたいという方を対象
に、求人事業所の採用担当者との面談会を開催します。
また、福祉の仕事に関心はあるけれど、まだ具体的な

就職活動はしていないという方からの相談も受け付けて
いますのでお気軽にお越しください。

内　　容

●面談会
　エリア内の求人事業所が参加し、採用担当者に仕事内容や応募条件な
どを直接聞くことができます。
※採用面接ではありませんので、お気軽にご相談ください。
※参加事業所の情報は、実施日の約 2週間前に栃木県福祉人材センター
のホームページ（「とちぎ福祉ナビゲーション」からアクセス）又は直
接当センターでご確認ください。
●相談コーナー
栃木県福祉人材センターのスタッフが、福祉の仕事に関する相談に応じます。
※福祉分野の職種、仕事内容、資格の種類・取得方法、求人情報、求職
票登録、当センターの利用案内など
会場のご案内

栃木県小山庁舎
小山市犬塚３－１－１
お問い合わせ

社会福祉法人 栃木県社会福祉協議会
福祉人材・研修センター（無料職業紹介所）
宇都宮市若草 1-10-6 とちぎ福祉プラザ内
TEL０２８（６４３）５６２２

ミニ面談会 ～小山、野木、下野エリア～

8月30日（木）
午後1時～3時30分
（受付は3時まで）

参加費無料
出入り自由

平成24年度 ボランティア全体会/全体研修会
4月21日、町老人福祉センター (ホープ館)に約
80名の町のボランティア仲間が集い、町ボランティ
ア連絡協議会の全体会・全体研修会が行われました。
全体会では、多田美一会長より平成23年度の１
年間の活動が報告され、平成24年度の事業計画と
新会長として引き続き選任された多田会長をはじめ
新役員が紹介され承認されました。又、事務局より
同協議会の会則の一部改正（野木町ボランティア連
絡協議会から野木町社会福祉ボランティア連絡協議
会に改正される等）の説明がありました。
全体研修会では、「ボランティア活動のいま」と
いうテーマで佐野短期大学・総合キャリア教育学科
山田昇教授の講演が開かれました。講演ではボラン
ティアとは地域の人への声かけや寄り添いなどの日
常にあるということを強調。行政で補えない「寄り
添いボランティア」の大切さを話されました。又、
ボランティアとは行なっている人自身にも喜びがあ
ること、それにはルールも技術も不要。それだからこ
そ、地域の中で育つサロンが大事とも話されました。
その後は、のぎネットの安部稔さんと大野益次郎
さんによる「みんなで歌おう」のコーナー。両氏が

演奏するハーモニカとクラリネットの伴奏に合わせ
て、「バラが咲いた」や「ふるさと」などを、会場
全員が大きな声で歌いました。その歌声から山田教
授が力説された「地域を耕すこと！」が見えてきた
研修会でした。	 (走辺寿美子)



野木町社会福祉協議会
社会福祉法人 〒329-0101

栃木県下都賀郡野木町大字友沼5840-7（ホープ館）
TEL.（0280）57-３１００　FAX.（0280）57-３１０１
●企画・編集／野木町社会福祉協議会
平成24年６月28日発行

ありがとうございました

悩みごと・心配ごと・困ったことなど

〜ささいなことでも、お気軽にご相談下さい。〜
ふれあい福祉総合相談
場所／野木町老人福祉センター内（ホープ館）

◎相談は無料・秘密は厳守いたします。
◎お問い合わせ又は事前予約先

野木町社会福祉協議会
（老人福祉センター内）

0280-57-3100
0280-57-3101

相談種別 開設場所・時間 相談員 相談内容

心配ごと相談 第1・第3水曜日
10:00〜12:00

民 生 児 童 委 員・
保護司・人権擁護委員

日頃の悩みごとなど
日常生活に関する相談

法律（弁護士）
相 談

奇数月の第 3 木曜日
７/19・９/20
10:00 〜12:00

※事前に予約が必要です。
弁護士

財産・扶養・土地・金
銭貸借・賠償・離婚等
の問題に関する相談

健 康 相 談
毎月第3火曜日

7/17、8/21、9/18、10/16
9:30 〜11:30

保健師 健康管理や健康指
導に関する相談

介 護 相 談 月〜金曜日
8:30〜17:15 介護関係職員 介護に関する相談

ボランティア相談 月〜金曜日
8:30〜17:15 社協職員 ボランティアに関する

相談

生活資金・地域
福祉権利擁護
相 談

月〜金曜日
8:30〜17:15 社協職員

生活福祉資金等貸付・
福祉サービス利用援
助・日常的金銭管理
サービスに関する相談

（19日〜）

（〜13日）

善 意 の 寄 付

今回受領個数 52,000個

累計個数 382,400個
ワクチン 478人分

エコキャップの回収

資源にすると…燃やすと…

1kgにつき10円をワクチン購入代金として寄付

ご協力
ありがとう
ございます

二酸化炭素
6300グラム
二酸化炭素
6300グラム

ペットボトルキャップ
800個（2kg）

ペットボトルキャップ
800個（2kg）

ポリオワクチン
１人分(20円)
ポリオワクチン
１人分(20円)

	４月	 ・笑みの会　様	………………… 牛乳パック椅子15台

	 	 ・匿　名　様	……………………………… 100，000円

	６月	 ・栃木県退職公務員連盟小山支部　様	…タオル100本

	 	 ・株式会社ヤオコー野木店(店内設置募金箱)　様

	 	 	………………………………………………… 10，273円

ボランティアサマースクール　
小学生チャレンジスクール　　参加者募集
楽しく学べる！福祉ボランティア体験してみませんか？

申込期間	 平成 24年 7月 2日（月）～ 12日（木）（定員になり次第締め切らせていただきます）
申込・問合わせ先	 野木町社会福祉協議会　　☎５７－３１００まで

《ボランティアサマースクール》
日　　時　平成24年7月24日（火）～27日（金）

9：00～ 16：00
場　　所　ホープ館（老人福祉センター）他
対 象 者　中学生、高校生、大学生、専門学校生

等（全日程参加できる方）
募集人数　15名
内　　容　下記の日程・内容のとおり
参 加 費　1,000 円

《小学生チャレンジスクール》
日　　時　平成24年7月25日（水）～27日（金）

10：00～ 16：00
場　　所　ホープ館（老人福祉センター）
対 象 者　町内在住の小学 3年～ 6年生

（全日程参加できる方）
募集人数　15名
内　　容　下記の日程・内容のとおり
参 加 費　	500 円（材料費として）

1日目
7/25(水)

オリエン
テーション

ハンディ
キャップ体験

昼
食

福祉講座
手話・点字・朗読

2日目
7/26(木) 防災についての講話 昼

食
ものづくり
講座

3日目
7/27(金)

世代間交流　合同プログラム
流しそうめんとバーベキュー　　　　閉校式

1日目
7/24(火)

オリエン
テーション

ハンディ
キャップ体験

昼
食

福祉講座
手話・点字・朗読

2日目
7/25(水)

施設交流活動
・新橋児童館(児童)
・特別養護老人ホーム　虹の舎(高齢者)
・社会福祉法人　パステル(障がい者)

3日目
7/26(木)
4日目
7/27(金)

世代間交流　合同プログラム
流しそうめんとバーベキュー　　　　閉校式


